
第２期中期ビジョン（地域計画） 令和3年度実績報告

テーマⅠ 防災体制の強化 推進：自主防災会・自治会連合会
／環境衛生連合会 船木支部
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1 地区・自治会の防災体制（先ずは、安全避難です!!）

（１）大雨洪水・土砂災害ハザードマップの見直し等
① 498㎜/24H新有帆川洪水ハザードマップ：5月全戸配布
・市政懇談会(4月26日)にて山根川大野井堰修復・浚渫・川幅拡張

/苣の木井堰修復等要望した（回答編9月全戸配布）

②地域の危険個所についての情報収集を進め、対応が必要であれば

検討する （例 通学路におけるブロック塀調査等）

③水害時における緊急避難場所・避難所が楠総合センターと船木小学
校になる（市政懇談会で避難場所確保の要望を行った）
地域でも「地域避難場所」を設定しました
願生寺・正圓寺・来迎寺・瑞松庵（感染予防備品を配布）

（２）防災備品の充実・避難所開設訓練
①北在集会所に防災備品倉庫を新設(県助成金活用 1月)

②防災備品の移動先の検討
・指定緊急避難場所の倉庫内(西在集会所廃止R4.3.31による)

・第2庁舎1階の倉庫内（庁舎機能の楠総合センターへの移転：R5年度？）

③指定避難所開設訓練（船木小学校：北在・西在ブロック対象）
体育館・校舎1階を避難所用に割り振る：防災委員他21名参加（6月）

④災害時給水コンテナ設置（1000L）
楠総合センター駐車場／コンテナ保管は総合センター倉庫

（３）緊急連絡通報訓練 （5月23日実施）
結果 自主防災本部→各自治会自主防災委員はOK

各自治会毎の連絡網構築を引き続き要望していく

（５）有帆川河川敷立ち木伐採
今年度要望箇所（②③④⑤完了）次年度も予算確保済
残り⑥も実施予定（1月県土木情報）…4/4から5/末（予定）で実施案内あり

※有帆川清掃：6月100名 9月はコロナで中止 11月90名参加で実施【環境連】

3 新規テーマ

（１）住宅用火災警報器の設置状況・意向調査結果と対応の推進
（２）各自治会の避難対応と避難弱者のフォロー体制について

2 防災講演会、研修会

（１） 防災講演会「これで安心・家庭の備え」
10月23日 30名参加 講師：藤田紀枝

（２） 新有帆川洪水ハザードマップ研修会
7月17日 35名参加 講師：市防災危機管理課 和田係長

（３） 『山根川水系水害対策協議会』4団体合同研修視察代替行事
（県土木・市担当/6自治会対象） 2月4日 39名参加
①恒久対策の要望済…次年度状況注視
②緊急時の「自治会土のう置場」の設置については
自治会と協議して推進する…

※3/27中市自治会、周辺自治会関係者、地区団体、計約20名参加し
約80個作成した

（４）防災屋外スピーカー（楠中前新設）

試験放送 R3年3月9日16時頃 北在/西在聞こえない
市政懇談会回答：複数の情報入手手段の確保と啓発、
防災ラジオは要配慮者と施設に配布、有償配布は準備中

防災講演会

4団体合同研修会

次年度テーマ

防災スピーカー

伐採前 伐採後 有帆川清掃(11月)

職員駐車場東側 総合センター倉庫

防災備品倉庫



（1）各自治会での「ゆるやかな見守り体制」構築〈進捗約68％〉
進捗率向上要請／安心コールサービス（安否確認センサー）、
ハローライト等の見守りツール促進キャンペーンの協力要請

①あったかだよりVol.22で発信（7月全戸配布）
②民生児童委員 7月5日 民協会議で協力要請
③福祉委員 7月17日 福祉交流会で協力要請
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推進：地域支え合い会議

コミュニティ推進協議会、自治連、民生委員、市社協、地区社協、老人クラブ、
福祉委員、北部西高齢者総合相談センター、ふれあいセンター、支援チーム

見守り体制構築（コロナ禍でのテーマ見直し含む）1

※分母は捜索願受理件数

※宇部警察署管内件数

R1 (1～12月) 40件/192件

R2 (1～12月) 40件/196件

R3 (1～12月) 47件/142件

R4 (1～ 2月)    2件/   16件

※分母は捜査願受理件数

（１）有償助け合いサービス立上げ…継続検討
（２）独居高齢者の防火指導訪問（緊急訪問/継続展開の仕組≒住宅用
火災警報器の設置調査）

（３）「船木あったか見守りネットワーク」楠中生徒会へ協力要請しオー
ル船木見守り体制に近づける

（４）県助成金を活用した「ICT活用した高齢者の見守り(2st.)」企画案

3

認知症行方不明者ゼロ（発見されない）

安心コールサービス 10戸 11戸
安否確認センサー 1戸 4戸
ハローライト（今年度県助成金活用） 19戸
Q救ちゃん 今回設置 23個

（地区累計 211+α個）

＝見守りツール促進キャンペーン（7月～11月）＝
「ICTを活用した見守り精度向上」県助成金テーマ

①要注意（包括共有） 3戸
②防火指導訪問要請（消防） 1戸
③独居者自助のアイデア
LINE、TEL活用、ヤクルトレディー
依頼、ご近所見守り、キーの預かり、
宅配弁当依頼等

健康づくりプランの実践2

（２）イベント
「ふれあい運動会」「ふれあい球技大会」「船木宿健康ウォーキング」はコロナで中止した
・新競技ボッチャ講習会3回開催（体育振興会）

（３）施策展開 目標 R3年度実績

あったかだより ５回/年 ５回/年

サロン等啓発活動 ７か所 ７か所

はつらつ健幸ポイント 令和2年度まで40名 45名

目標 R2年 R3年

健康民踊教室 470名/年6回 300名/年２回 約700名/年５回

H26 ― 4件/155人 (2.58％)

H27 ― 1件/155人 (0.65％)

H28 〈施策スタート〉

H29 半減（1.3％）

H30 ゼロ

H31・R1 ゼロ

R2       ゼロ

R3 ゼロ/162人

実績0件

実績0件

実績0件

目標：孤独死ゼロ（長く発見されない）

実績0件

※Ｒ２年度、１件独居高齢者孤独死が発生したが
翌日親族が発見された（分母は独居人数）

実績0件

（実績0件）

安心コールサービス Q級ちゃん

ハローライト

（3）認知症サポーター養成講座（8月コロナで中止） /船木あったか
見守り活動情報交換会と合同で『認知症SOS模擬訓練』実施
11月20日（約50名参加）開催： 「症状のちがう認知症の方の対応の仕方がわかっ
てきた」 「今後も開催してほしい」 などの意見があった
・船木地区見守りネットワーク臨時会議
・認知症チームオレンジ活動

（2）各事業者様の協力による『船木あったか見守りネットワーク』の
更なる拡充
今年度よりお寺関係・製造/運輸事業者加入 50社 ➡ 67社
（『船木あったか見守りネットワーク』は年末全戸配布）

《隣が遠く各自治会のゆるやかな見守り体制が困難な独居高齢者に安心コールサービス＋
安否確認センサーを自治会長・福祉委員・民生委員の確認で無償貸与する》…の要望書を
万倉・吉部と合同で宇部市長宛てに提出した

あったかだより

テーマⅡ 高齢者の見守り強化

(4)その他の施策
①中電スマートメーター活用（行政とのタッグ）した見守り制度の提案

県・中電提案済（経産省勉強会でテーマUP）

②福祉委員の活動強化
(ゆるやかな見守り体制/福祉委員だよりの手渡し/ふくし連絡票による改善活動等)

地区社協に福祉委員活動ファイル（仮称）の提案

新規テーマ

（１）特定健診・後期高齢者医療健康診査・がん検診の受診率向上
【受診率】 特定健診 後期高齢 胃がん 肺がん 大腸がん 子宮がん 乳がん

R元年度実績 36.5% 39.5% 23% 30% 28% 15% 14%

R２年度実績 32.7% ≪算出不可の回答≫

R３年度実績 ＜確認中＞ 18% 26.7% 23.2% 13.8% 14.7%

（市平均）

※１

※２

※１ 令和3年から管理項目

※２ 市平均は令和３年度

次年度テーマ…

※３ 2022年1月1日現在
平均2.6％に対して1/2レベル

※３



推進：子育て支援プロジェクト
コミュニティ推進協議会、自治連、ふれあい運動推進員会、子ども会、こども委員会、
ＰＴＡ、学校運営協議会、社会教育推進委員会、地域学校協働活動推進員、
ふれあいセンター、支援チーム

子育て支援1
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（１）PTA、子ども会からの地域支援要望に対応する
・子ども会行事はコロナで中止
〈子ども会加入率８２％（R元年）→６５％（R2年）→５３％（R3年）に低下…子ども会で協議中〉

（２）学校・学校運営協議会からの地域支援要望に対応する
①「船木地区教育活動支援ボランティア」登録制度立上げ（4月）

33名登録（更に募集中）

②小学校関連
・清掃作業（グラウンド含む）：

・船木小唄の伝承（運動会での総おどり）：健康民踊教室
・まちたんけん（対象2年生） ：6名（10月）
・持久走大会の交通整理 ：10名（12月）
・昔遊び支援（対象1年生） ：6名登録（1月コロナで中止）
・船木宿環境ウォーキング（学校運営協議会 児童提案）…

③中学校関連
・ 清掃作業（グラウンド含む）：12名登録（8月コロナで地域支援は中止）
・生徒会We Love Kusunokiプロジェクト（学校側から地域支援）
ふれあいセンター門松造り ：14名参加（ふれあい運動会、千林尼石畳清掃、

船木宿健康ウォーキングはコロナで中止）

・ 『船木あったか見守りネットワーク』生徒会に次年度参画要請（1月）
※楠中広報誌「楠から吹く風」…8月から班回覧で掲示

（３）子ども委員会「学び舎ふなき」8回開催(延べ283名の参加がありました)
実施日 事業内容 地域講師

1  4/17 (土) 里山散策とたけのこ探し (林業研究会)

2 6/26 (土) エンジンって知っちょる？ 長谷川　典彦

3 7/22 (祝) 子ども工作教室 和田　嘉之

4 8/7  (土) 竹とんぼづくり教室 田村　敦義

5 9/23 (祝) 絵画教室 新山 登

6 10/17(日) 岡崎八幡宮秋季大祭子ども神輿 (コロナにより中止）

7 11/23(祝) パン作り教室 (下関市より)

8 12/25(土) ミニ門松をつくって新年を祝おう！中城　達之

9 1/15 (土) 子ども正月遊び (子ども委員会)

2 ふれあい運動推進員会

（１）子ども110番の家の旗
170枚楠ライオンズクラブからの寄贈
：船木85枚（10月）

（２）通学路安全対策
①市道指月～宗方線（旧JA裏）「飛び出し注意」表示

／カーブミラーポール錆対策…7月

② 市道下田町～西山線（西山集会所周辺）除草作業10月…

③ 有帆川船木大橋架け換え工事に関連した通学路の安全見直し

（３）「見守り運動実施中」のぼり旗
1日/月→1週間/月として啓発向上（継続中）

（４）街頭補導活動
今年度は楠商工会「ふるさと土曜夏祭り」が中止
され未実施

新規テーマ・その他3

（１）「チャレンジ船木塾」
①ベルマーク整理

②丸つけスタッフ募集中（丸つけ今年度実績：4,400枚）
（２）卒業生にフラワーアレンジメント（船木小5年生）

「旧楠生活学校」の伊藤さん他3名の講師のご指導のもと
5年生が生け花を体験し卒業式に合わせてきれいに飾られた

（３）「通学路安全マップ」の検証
令和4年9月から実施し11月に提出

①交通危険個所・不審者等出没注意・災害危険個所等
②子ども110番の家の旗が西在地区少ない
③大木森住吉神社の駐車場口コンクリート側溝蓋一部陥没

（土木河川港湾課で暫定安全柵設置済）

（４）子ども会行事
R4年度役員会で年間行事を見直し決定する

（５）「七夕コンテスト」は社協主催の「子ども夏祭り」が同時開催
となるため中止しました（楠商工会土曜夏祭り時）竹とんぼづくりの様子

「子ども110番の家の旗」寄贈式

「飛び出し注意」表示

テーマⅢ 子育て支援強化

次年度も継続

①子ども委員会運営
協力者を募集

②参加者の更なる拡大

課題

フラワーアレンジメント

次年度テーマ

学校運営協議会、地域団体、ボランティア団体
計10名（5月）



テーマⅣ 船木の活性化
推進：船木活性化懇話会

まちづくりサークル

（１）史跡：千林尼石畳の清掃・整備（コロナ禍で楠中生徒には要請せず）
① 千林尼石畳入口の花壇整備 4月18日 10名参加 ※秋に水仙植栽

②千林尼石畳の清掃
・1回目： 5月29日 14名参加
・2回目：10月30日 12名参加
・竹藪伐採：11月21日 5名参加、1月30日 8名参加
・一部の立木伐採・・・
③清掃等厚東地区とのコラボはコロナで中止

（２）船木そばづくり体験
①収穫量（試験圃場含む） 約25Kg（製粉前）
② 「そば打ちのイベント」はコロナで中止

（３）その他
①まちすじプロジェクト「瑞松庵竹灯籠の夕べ」イベント応援 4名
②史跡等の勉強会…次年度再検討

1

（１）やまぐちゆめ回廊
（旧山陽道「船木宿」を観光ソムリエと歩く歴史探訪ウォーク）

紙芝居→岡崎八幡宮→願生寺→正圓寺→瑞松庵（写経体験・エールラポールお菓子）

※「船木宿散策」マップの更新（4月コミ理事会で配布）

（２）「船木御茶屋跡」史跡標柱の更新（県助成金活用）

（３）船木エリアマネジメントプランの企画・発信（主幹：北部地域振興課）
・竹灯籠の夕べ（11月27日、28日）
・Café MACHISUJIオープニングイベント「船木の木」プロジェクト（12月4日）

（琴の演奏・赤間硯制作実演・玉重琴製作所見学・不二醤油見学・UOQ魚久・ガラポン抽選等）

2

日時 参加人数

7月 中止

9月 中止

10月 9日 13名

11月13日 11名

やまぐちゆめ回廊

コロナ禍での中期ビジョン見直し関連事業3

まちづくりサークル活動（地域文化の伝承）
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4 新規テーマ

（１）千林尼石畳ウォーキング
（２）そば打ち体験

＝以上活性化懇話会＝
（３）拓本をとり作品として仕上げる
（４）先進地の視察と町中散策（ガイド研修）
（５）紙芝居の上演

＝以上まちづくりサークル＝

活性化懇話会活動

竹藪伐採

そば唐箕かけ

「船木宿散策」マップ「船木御茶屋跡」史跡指標

まちづくりかわら版（北部地域振興課）
Vol.1~Vol.4 全戸配布

（１）うべふなき掲示板のWeb開設（4月）：船木ふれあいセンター

次年度テーマ

コロナ禍であり、
船木地区に絞り計画する


